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内
閣
文
庫
蔵

『舞
楽
雑
録
』
と

『教
訓
抄
』

は

じ

め

に

中
世
に
数
多
く
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
楽
書
は
、
そ
の
中
に
同
時
代
の
説

話
集
等
と
関
連
す
る
伝
承
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
楽
書
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
近
年
徐
々
に
深
ま
り
を
見
せ
て
は
い
る
も
の
の
、

い
ま
だ
あ
ま
り
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
最
初
の
総
合
的
楽

書
と
し
て
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
書
、
天
福
元
年

（
一
二
三
三
）
南
都
興

福
寺
属
の
楽
人
狛
近
真
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

『教
訓
抄
』
に
つ
い
て
は
、
翻
刻

等
が
存
在
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
も
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
他
の
楽
書
ま

り
も
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
で
も
他
の
文
学
作
品
等

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

『教
訓
抄
』
は
、
は
や
く

『
続
群
書
類
従
』
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
山
田
孝
雄

氏
の
校
訂
に
よ
る
本
文
が

『
日
本
古
典
全
集
』
に
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
後

『
日

本
思
想
大
系
』
で
植
木
行
宣
氏
に
よ

っ
て
内
閣
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻

勒

案

は
霙

囀

隷

貪

聾

喩
多

『教
訓
抄
』
の
伝
本
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
近
世
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、

近
世
以
前
の
も
の
と
し
て
は
文
保
元
年

（
一
三

一
七
）
の
識
語
を
も
つ
神
田
喜

中

原

香

一
郎
氏
旧
蔵
巻
十
の
み
の
零
本
、
笙
の
家
の
楽
人
豊
原
量
秋
に
よ
っ
て
明
徳
年

間

（
一
三
九
〇
～

一
三
九
四
）
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
巻
二
、
三
、
七
の

み
の
曼
殊
院
所
蔵
本
な
ど
ご
く
少
数
し
か
存
在
し
て
い
な
崎
¨
そ
の
中
で
注
目

さ
れ
る
の
が
、
次
に
あ
げ
た
植
木
氏
の
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
閣
文
庫
に
い
ま

一
種
興
味
ぶ
か
い
伝
本
が
あ
る
。
「舞
楽
雑
録
」
と
題

し
て
収
め
ら
れ
る
上
下
二
軸
で
あ
る
。
構
成
そ
の
他
大
き
な
差
が
あ
り
異

本
と
称
す
る
つ
ち
躊
躇
さ
れ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
本
で
、
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

こ
の

『舞
楽
雑
録
』
な
る
楽
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

『内
閣
文
庫
百
年
史
』

の
中
で
も
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
本
書
は

「内
容
や
曲
日
の
順

序
も
流
布
本
と
は
著
し
く
前
後
し
異
同
が
多
い
が
、
教
訓
抄
の
一
異
本
と
し
て
、

こ
η
増

（筆
者
注

『教
訓
抄
』
を
指
す
）
の
成
立
過
程
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
叙
述
を

『教
訓
抄
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、

前
掲
二
書
で
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
構
成
等
が
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
ほ
か
、

『教
訓
抄
』
よ
り
も
叙
述
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
記
事
や
、
あ
る
い
は

『教
訓

抄
』
に
は
な
い
記
事
も
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
『舞
楽
雑
録
』
の
位
置
付

け
は
、
こ
う
し
た

『教
訓
抄
』
と
の
相
違
点
を
検
討
し
た
上
で
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。



そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
は

『舞
楽
雑
録
』
を

『教
訓
抄
』
と
対
照
し
た

上
で
こ
の
楽
書
の
位
置
付
け
を
こ
こ
ろ
み
、
ま
た
そ
の
性
格
に
つ
い
て
も
探
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

内
閣
文
庫
蔵

『
舞
楽
雑
録
』

前
述
の
と
お
り

『舞
楽
雑
録
』
は
、
内
閣
文
庫
に
収
め
ら
れ
る

『教
訓
抄
』

の
異
本
と
み
な
さ
れ
て
い
る
楽
書
で
あ
る
。
本
節
で
は
ま
ず

『舞
楽
雑
録
』
の

書
誌
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

『舞
楽
雑
録
』
は
、
中
御
門
家
旧
蔵
本
で
二
軸
か
ら
な
る
巻
子
本
で
あ
る
。

（
５
）

両
巻
の
題
釜
に
は

「舞
楽
雑
録
　
天
」
「舞
楽
雑
録
　
地
」
と
あ
る
。
書

名

は

『
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
に
は

「
［教
訓
抄
ご

と
記
さ
れ
、
『内
閣
文
庫

（
６
）

百
年
史
』
で
も

「教
訓
抄
　
　
（舞
楽
雑
録
と

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
題
察
は

書
写
時
に
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
後
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は

本
来
の
書
名
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
は

『教
訓
抄
』
と
比
較
検
討

す
る
必
要
上
、
題
筵
に
し
た
が

っ
て
こ
れ
を

『舞
楽
雑
録
』
と
よ
ぶ
こ
と
と
す

る
。
紙
高
は
天
巻
が
二
九

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
地
巻
が
三
〇

。
○
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
墨
界
が
施
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
巻
序
は
も
と
地

巻

。
天
巻
の
順
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
な
く
と
も

一
度
は
改
装
が
お

こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
紙
の
継
ぎ
目
に
継
ぎ
目
判

（花
押
）
が
あ
り
、

天
巻
と
地
巻
の
そ
れ
ぞ
れ
三
箇
所
に

「内
閣
文
庫
」
の
印
記
が
み
え
る
。

紙
背
に
は
消
息
、
文
書
類
が
書
か
れ
て
い
る
。
紙
背
文
書
中
に
は
判
読
不
能（７
）

な
も
の
も
多
い
が
、
そ
の
中
に
は
南
都
の
僧
ら
し
き
人
物
な
ど
も
み
え
る
の
で
、

こ
の
楽
書
は
南
都
で
記
さ
れ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
文
書
の
中
に
は
五

種
の
年
記
崎
″
え
る
が
、
『舞
楽
雑
録
』
は
そ
の
う
ち
も

っ
と
も
新
し
い
正
元

元
年

（
一
二
五
九
）
以
降
、
す
な
わ
ち

『教
訓
抄
』
成
立
か
ら
約
二
十
年
を
経

た
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

構
成
は
、
天
巻
が

「菩
薩

・
玉
樹
後
庭
花

。
賀
殿

。
北
庭
楽

・
承
和
楽

。
一

国
嬌

。
武
徳
楽

。
河
曲
子

・
酒
胡
子

・
酒
清
子

・
羅
陵
王

。
新
羅
陵
王

。
十
天

楽

・
最
涼
州
」
、
地
巻
が

「皇
帝
破
陣
楽

・
団
乱
旋

・
春
鶯
囀

・
胡
飲
酒

。
迦

陵
頻

。
菩
薩
」
と
な

っ
て
い
る
。
両
巻
と
も
巻
首
を
欠
い
て
い
る
が
、
天
巻
冒

頭
と
地
巻
末
尾
の
記
事
は

『
教
訓
抄
』
と
比
較
す
る
と
、
語
句
に
多
少
の
相
異

は
見
ら
れ
る
も
の
の
地
巻

。
天
巻
の
順
で
脱
落
な
く
続
い
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
『舞
楽
雑
録
』
は
も
と
も
と

一
ま
と
ま
り
の
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
あ
る
と
き
切
断
さ
れ
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
題
釜
を
付
さ
れ
た
際
に
、
巻
序

が
誤
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

『舞
楽
雑
録
』
の
巻
序
が
現
在
の
地

。
天
の
順
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
末
尾

は
天
巻
の

「最
涼
州
」
に
な
る
が
、
こ
れ
は

『教
訓
抄
』
の
記
事
と
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
い
る
。
す
る
と

『舞
楽
雑
録
』
は
も

っ
と
大
部
の
も
の
で
あ

っ
た
と

も
思
わ
れ
る
が
、
も
と
も
と
こ
の

「最
涼
州
」
で
終
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

内
容
は
、
『教
訓
抄
』
と
同
じ
く
楽
曲
の
出
来
や
奏
法
、
ま
た
楽
由
に
ま
つ

わ
る
伝
承
や
記
録
な
ど
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と

『教
訓
抄
』
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
次
節
以
下
で
述
べ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

一
一

『舞
楽
雑
録
』
と

『
教
訓
抄
』

『舞
楽
雑
録
』
は

『教
訓
抄
』
の
異
本
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
『教
訓
抄
』

と
の
比
較
は
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
本
節
で

は
、
『舞
楽
雑
録
』
を

『
教
訓
抄
』
と
比
較
し
、
そ
の
上
で

『
舞
楽
雑
録
』
の

位
置
付
け
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
と
す
る
。

『舞
楽
雑
録
』
と

『
教
訓
抄
』
の
内
容
を
対
照
す
る
と
、
次
に
あ
げ
た
よ
う



『舞
楽
雑
録
』

地
　
１
　
皇
帝
破
陣
楽

２
　
団
乱
旋

３
　
春
鴛
囀

◎
４
　
胡
飲
酒

５
　
迦
陵
頻

６
　
菩
薩

天
　
１
　
菩
薩

２
　
玉
樹
後
庭
花

３
　
賀
殿

▽
４
　
北
庭
楽

『教
訓
抄
』

巻
二
２

（巻
首
を
欠
く
）

巻
二
３

巻
一
Ｔ

巻
四
２

巻
四
７

巻
四
６

巻
四
６

巻
三
１

巻

一
４

巻
一二
１９

『舞
楽
雑
録
』

天
▽
５
　
承
和
楽

▽
６
　
一
国
嬌

▽
７
　
武
徳
楽

▽
８
　
河
曲
子

▽
９
　
酒
胡
子

▽
１０
　
酒
清
子

◎
▽
１１
　
羅
陵
王

▽
・２
　
新
羅
陵
王

▽
‐３
　
十
天
楽

・４
　
最
涼
州

に
な
る
。

こ
こ
で
は

『舞
楽
雑
録
』
を
本
来
の
巻
序
に
も
ど
し
て
そ
の
楽
曲
に
は
番
号
を

付
し
、
そ
の
記
事
が

『教
訓
抄
』
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
示
す
た
め
日
本
思

想
大
系

『古
代
中
世
芸
術
論
』
所
収
の

『教
訓
抄
』
に
付
さ
れ
た
番
号
を
あ
わ

せ
て
あ
げ
た
。
ま
た
右
の
表
中
の
記
号
は

『
舞
楽
雑
録
』
を

『教
訓
抄
』
の
記

事
と
比
較
し
た
場
合
の
叙
述
の
量
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
、
◎
は

『教
訓

抄
』
よ
り
記
事
が
増
え
て
い
る
も
の
、
▽
は

『教
訓
抄
』
に
比
し
て
記
事
の
量

が
少
な
い
も
の
を
表
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
で
は

『教
訓
抄
』
と
か
な
り
構
成
が
異
な

っ
て
お
り
、
こ
と
に
天
巻
に
お
い
て

『教
訓
抄
』
よ
り
も
叙
述
が
少
な
い
傾
向

の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
地
４
「胡
飲
酒
」、
天
１１

「羅
陵
王
」
で
は
『教

訓
抄
』
ょ
り
も
記
事
が
多
い
こ
と
も
気
付
か
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。
記
事
の
叙
述
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
傾
向
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す

る
た
め
に
、
天
１０

「
酒
清
子
」
を

『教
訓
抄
』
と
対
照
し
て
み
る
と
、

『教
訓
抄
』
巻
六
３．

酒
清
司
一固
日
囚
――
図
因
一　
　
　
　
　
古
楽

此
楽
、
一因
固
園
因
口
囲
倒
馴
同
日
因
翻
因
＝
目
＝
目
旧
国
関
闇
厠
―
『
―
周
囲

『舞
楽
雑
録
』

酒
清
子
古
楽

此
楽
、
早
物
也
。 『

教
訓
抄
』

巻
三
１５

巻
六
３０

巻
六
２８

巻
六
２６

巻
一ハ
３２

巻
六
３‐

巻

一
５

巻
六
２９

巻
六
１９

巻
六
２７
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日
園
Ｈ
固
□
早
物
四
々
、
加
■
一度
拍
子
一。
一
説
八
拍
子
囲
］、
有
時
説
。
一

説
六
拍
子
、
則
成
説
。
有
二喚
頭
二
曲
因
固
因
曰
倒
閥
回
目
回
旧
固
同
国
囲

と
な
る
「
『教
訓
抄
』
の
記
事
で
四
角
に
田
ん
だ
部
分
が
、
『舞
楽
雑
録
』
に
は

な
い
叙
述
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
形
か
ら
は
、
『教
訓
抄
』
が

『舞
楽
雑
録
』

か
ら
記
事
を
増
補
し
た
、
あ
る
い
は
逆
に

『舞
楽
雑
録
』
が

『教
訓
抄
』
か
ら

記
事
を
抄
出
し
た
、
と
い
う
両
様
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
『教
訓
抄
』
で
著
者
の
近
真
自
身
が

「予
」

と
し
て
登
場
す
る
部
分
が

『舞
楽
雑
録
』
で
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
か
が

参
考
と
な
る
。
『舞
楽
雑
録
』
で
は
近
真
は
合
わ
せ
て
四
箇
所
に
登
場
す
る
が
、

そ
の
う
ち
三
箇
所
で
は

「近
真
」
と
実
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
残
る
地
巻
２

「
団
乱
旋
」
条
に
見
え
る
も
の
の
み
、
次
の
引
用
で
波
線
を
施
し
た
よ
う
に
、

『教
訓
抄
』
と
同
じ
く

「予
」
と
な

っ
て
い
る
。

予
人
数
ナ
ラ
ズ
侍
モ
ノ
ニ
テ
候

ヘ
バ
、
無
何
テ
ヤ
ミ
候

ニ
キ
云
々
。
近
真

日
記

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
二
重
傍
線
部
に

「近
真
日
記
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
舞
楽
雑
録
』
に
登
場
す
る

「
予
」
が
近
真
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
た
め
に
付
さ
れ
た
注
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
記
事
の
出
所
が
近
真
の
著
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
先
に

考
え
た
可
能
性
の
う
ち
の
後
者
、

『舞
楽
雑
録
』
が

『教
訓
抄
』
か
ら
記
事
を

抄
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
こ
こ
に
は

『教
訓
抄
』
と
は
な
く
て
、
「近
真
日
記
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
何
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
楽
書
で

「
日
記
」
と
い
う
と
き
、
文
字
通

加
三
度
拍
子
。　
一
説
八
々
々
。
有
時
説
。

（
Ю
）

一
説
六
々
々
、
則
成
説
。
有
喚
頭
。

り
日
次
の
記
を
指
す
場
合
と
、
楽
曲
な
ど
に
つ
い
て
の
種
々
の
説
を
記
し
た
何

ら
か
の
楽
書
を
示
す
場
合
と
が
あ
祈
¨
「近
真
」
を

「
予
」
と
し
て
い
る
先

の

引
用
部
分
の
記
事
の
内
容
は
、
承
久
二
年
の
常
楽
会
で
奏
さ
れ
た

「
団
乱
旋
」

の

「中
序
」
で
、
笛
の
奏
者
大
神
景
賢
が
、
二
帖
し
か
な
い
は
ず
の

「中
序
」

の
三
帖
を
演
奏
し
た
際
に
、
そ
こ
に
居
合
せ
た
舞
人
十
人
の
う
ち
、
近
真
だ
け

が

「
こ
れ
は
舞
人
を
試
み
る
た
め
に
行
わ
れ
る

『中
序
』
の

『
三
帖
吹
』
で
あ

る
」
と
解
し
て
舞
い
始
め
た
と
こ
ろ
、
他
の
舞
人
も
無
事

「
三
帖
吹
」
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
た
、
し
か
し
そ
の
後
こ
れ
は
景
賢
の
失
敗
で
あ

っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
は
所
々
に
近
真
の
感
想
め
い

た
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
性
格
は
日
次
の
記
と
い
う

よ
り
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

「
団
乱
旋
」
の

「中
序
」
に
関
す
る

一
つ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
記
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
る
と
こ
れ
は
前
掲
の

「
日
記
」
の
後
者
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
先
の
注
記
に
み
え
る

「近
真
日
記
」
は
近
真
が
記
し
た
楽
書
、
つ
ま
り

『教
訓
抄
』
を
さ
す
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
『舞
楽
雑
録
』
の
楽
曲
の
い
く
つ
か
に
は
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
書
か

ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
注
記
が
存
す
る
。
そ
の
注
は
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
曲
の

冒
頭
に
記
さ
れ
て
お
り
、
地
巻
２

「
団
乱
旋
」
。
３

「春
鴛
囀
」
に

「
在
乙
」
、

４

「胡
飲
酒
」
。
５

「迦
陵
頻
」
に
は

「在
丁
」
と
あ
る
。
『教
訓
抄
』
で
の
そ

れ
ぞ
れ
の
位
置
は
、
「
団
乱
旋
」
「春
鶯
囀
」
が
巻
二
、
「胡
飲
酒
」
「迦
陵
頻
」



が
巻
四
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
に
み
え
る
注
記
は

『教
訓

抄
』
を
巻

一
か
ら
順
に
甲

・
乙

・
丙

・
丁
…
…
と
し
た
も
の
と

一
致
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
同

一
記
事
に
お
い
て

『舞
楽
雑
録
』
と

『教
訓
抄
』
で
最
も
異

同
が
大
き
い
の
は

「羅
陵
王
」
条
な
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の

『舞
楽
雑
録
』

天
ｎ

「羅
陵
王
」
条
に
も

「委
細
在
甲
」
と
の
注
記
が
存
す
る

（後
掲
の
表
の

注
１
）。
「羅
陵
王
」
は

『教
訓
抄
』
で
は
巻

一
に
存
す
る
の
で
、

こ
こ
で
の

注
記
も

『教
訓
抄
』
の
巻
を
甲
乙
…
…
と
数
え
た
場
合
と

一
致
す
る
。
こ
う
し

表
二

た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
の
各
楽
由
に
付
さ
れ
た
注
記
は
、
『教
訓

勒け̈
継薪″岬̈
卸術ウ．行衆渤裁嶽一計御れ醜』炒噴熱薇̈
抄ヵ、」浸

参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
は
よ
り
蓋
然
性
を
も

っ
た
も
の
に
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
で

『舞
楽
雑
録
』
「
羅
陵
王
」
条
と

『教
訓
抄
』
の
記
事
を
比

べ
る
と
、
以
下
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

『教
訓
抄
』

Ｉ
曲
の
構
成

１
面
の
こ
と

Ⅲ
曲
の
出
来
①②
ａ
、
蓮
道
譜
云

ｂ
、
又
云

××

Ⅳ
曲
の
舞
様

１
乱
序
舞
の
手

囀
詞
①②③

２
瞑
序
作
法

『舞
楽
雑
録
』

×

＊

■
■

○▽×○

小
面
の
由
来
＊
２

還
城
楽
説
話

○○×
＊

●
●

××○

『教
訓
抄
』

口
伝大
鼓
上
蘭

二
授
二進
荒
序
一例

上
薦
以
二御
笛
・地
下
輩
ノ
舞
例

無
′
笛
笙
許
舞
例

無
二吹
物
一大
鼓
許

ニ
テ
舞
例

５
入
破
舞
作
法

競
馬

。
相
撲

。
賭
弓
の
作
法

６
種
々
の
故
実

舞
出
入
の
作
法

故
実
①②③

古
記

『舞
楽
雑
録
』

▽○×× × × ○ ○



秘
口
伝

故
実

（大
友
成
道
の
説
話
）

口
伝

３
祢
取

４
荒
序
舞
作
法

故
実

旧
譜
博
雅
譜

当
曲
勝
事

面
袢
事

絆
事
①②

当
曲
蒙
二勧
賞
一例

▽ ○  ○ ▽ ○ ×

× × ○ ○ ○ × ×

＊
１
　
「委
細
在
甲
」
の
注
記
あ
り
　
＊
２
　
内
容
は
曲
の
由
来
①
②
ａ
と
ほ
ぼ
同
文

＊
３
　
「其
詞
注
別
」
と
し
て
囀
の
作
法
の
み
記
す

右
の
表
中
の
Ｘ
は
記
事
の
な
い
こ
と
を
表
わ
し
、
○
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
、

▽
は

『舞
楽
雑
録
』
で
記
事
が
簡
略
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

右
表
に
よ
れ
ば
、
『舞
楽
雑
録
』
に
は
、
『教
訓
抄
』
の
記
事
の
総
数
四
十
条

の
ほ
ぼ
半
数
二
十

一
条
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
れ
を

『舞
楽
雑
録
』
の
側
か
ら

考
え
れ
ば
、
「
羅
陵
王
」
に
つ
い
て
の
詳
細
つ
ま
り

「委
細
」
は
、
『教
訓
抄
』

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
前
掲
注

「委
細
在
甲
」
の

「甲
」
が

『教
訓
抄
』
巻

一

を
指
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
ま
さ
に
注
記
の
と
お
り

「委
細
」
は

『教
訓

抄
』
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
注
に
つ
い
て
も

『舞
楽
雑

録
』
は

『教
訓
抄
』
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
楽
曲
に
付
さ
れ
た
注
記
に
よ
っ
て
も
、
『舞
楽
雑
録
』
は

『教
訓

抄
』
を
参
照
し
、
そ
こ
か
ら
記
事
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
を

導
く
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
本
節
で
の
考
察
に
よ
り
、
『舞
楽
雑
録
』
が

『教
訓
抄
』
を
抄
出
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、

『舞
楽
雑
録
』
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も

っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節

で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一二

『
舞
楽
雑
録
』

の
性
格

『舞
楽
雑
録
』
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
は
、
『教
訓
抄
』
と
の
相
違
点
に
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
『教
訓
抄
』
と
の
相
違
点
と
し
て
は
、
植
木
氏
や

『内
閣

文
庫
百
年
史
』
の
指
摘
す
る
構
成
の
相
違
が
あ
る
。
『舞
楽
雑
録
』
に
の
せ
ら

れ
て
い
る
楽
曲
は
、
『教
訓
抄
』
で
は
、
嫡
家
相
伝
の
曲

（巻

一
～
三
）
。
他
家

相
伝
の
曲

（巻
四
）
。
舞
曲
に
な
い
曲

（巻
六
）
に
属
す
る
。
前
節
表

一
に
示

し
た
と
お
り
、
『舞
楽
雑
録
』
は
こ
れ
と
は
全
く
異
な
る
構
成
を
も

っ
て
い
る

の
で
、
『舞
楽
雑
録
』
は

『教
訓
抄
』
と
は
別
の
分
類
方
法
に
よ
っ
て
い
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『教
訓
抄
』
と
異
な
る
分
類
方
法
と
し
て
は
、
楽
曲
の
属
す
る
調
子
に
よ
る

も
の
が
あ
る
。
こ
の
分
類
に
よ

っ
て
楽
由
に
つ
い
て
の
故
実
や
奏
法
な
ど
を
記

し
て
い
る
楽
書
に
は

『
仁
智
要
録
』
『
龍
鳴
抄
』
『続
教
訓
抄
』
『楽
家
録
』
な

ど
が
あ
り
、
楽
由
の
構
成
法
と
し
て
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
に
よ
る
ほ
う
が

一
般
的



で
あ
る
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
『舞
楽
雑
録
』
に
記
さ
れ
る
楽
山
の
属
す

る
調
子
は
、
地
１

「皇
帝
破
陣
楽
」
～
地
５

「迦
陵
頻
」
。
天
２

「
玉
樹
後
庭

花
」
～
天
１０

「
酒
清
子
」
が
壱
越
調
、
地
６
天
１

「菩
薩
」
。
天
Ｈ

「
羅
陵
王
」

～
天
１４

「最
涼
州
」
が
沙
陀
調
で
あ
る
の
で
、
『舞
楽
雑
録
』
は
お
お
む
ね
調

子
ご
と
の
分
類
に
よ
っ
て
記
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り

『舞
楽
雑
録
』
の
構
成
は
、
『教
訓
抄
』
の
よ
う
に

「嫡
家
」
な
ど

家
の
意
識
を
も

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
よ
り

一
般
的
で
あ

っ
た
調
子
ご
と
の
楽

曲
分
類
に
よ

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

『舞
楽
雑
録
』
に
の
せ
ら
れ
る
楽
曲
は
、
先
に
名
前
の
み
あ
げ
た

平
安
時
代
末
期
に
妙
音
院
藤
原
師
長
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
後
世
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
等
の
楽
譜

『
仁
智
要
録
』
で
は
、
巻
四

・
五
に
集
中
し
て
い
る
。
す

る
と
、
曲
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
『舞
楽
雑
録
』
は
こ
の
楽
譜
と
近
い
と
い
え

る
。
と
す
れ
ば

『舞
楽
雑
録
』
の
構
成
は
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
も
の
の
影
響

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
『舞
楽
雑
録
』
の
傾
向
と
し
て
は
、
前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に

『教
訓

抄
』
の
叙
述
よ
り
も
簡
略
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
簡
略
な
記
述
の
性
質

は
、
例
え
ば
第
二
節
で
引
用
し
た

「
酒
清
子
」
で
は
、
こ
の
楽
曲
が
催
馬
楽
の

「
眉
刀
自
女
」
に
合
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
入
道
左
大
臣
の
説
な
ど
催
馬
楽
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

『
舞
楽
雑
録
』
天
６

「
一
国
嬌
」

で
は
、
狛
行
高

へ
伝
え
ら
れ
た
笛
の
名
手
大
神
惟
季
の
笛
の
説
や
、
こ
れ
が
笛

（‐３
）

の
名
手
で
あ
る
大
神
基
政
に
よ
っ
て
源
基
綱
卿
家
の
琵
琶
譜
か
ら
横
笛
に
移
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
笛
に
関
す
る
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

『舞
楽
雑
録
』
に
お
い
て
は
、
「
酒
清
子
」

で
は
催
馬
楽

の

「
一
国
嬌
」
で
は
笛
に
関
す
る
部
分
が
省
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『舞
楽
雑

録
』
全
体
で
み
る
と
、
例
え
ば

「
一
国
嬌
」
で
は
笛
に
関
す
る
も
の
が
省
略
さ

れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
『舞
楽
雑
録
』
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
全
て
の
楽
由

で
笛

に
関
す
る
叙
述
が
省
か
れ
て
い
る
わ
け
鉾
猟
な
く
、
ど
の
よ
う
な
部
分
を
省
略

す
る
か
は
楽
由
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り

『舞
楽
雑
録
』
に
は
楽
曲

に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
楽
説
を
省
略
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る
と
い
え
る
。

そ
の
は
か

『舞
楽
雑
録
』
で
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
例
え
ば
次
の

「
北

庭
楽
」
に
見
え
る
よ
う
に
、

北
庭
級
４

「北
庭
楽
」
　
　
　
　
一
帥
腕
』
¨
』
岬
畔
』
叶
」
肥
円
四
Ｍ
日
田

大
由

・
中
山

。
小
由
な
ど
由
の
長
さ
の
別
、
新
楽

。
古
楽
の
別
、
曲
の
構
成
、

拍
子
の
数
、
別
名
な
ど
楽
由
の
基
本
的
な
事
柄
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
新
楽

・
古
楽
の
別
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
曲
の
構

成
や
拍
子
の
数
、
別
名
な
ど
は
前
節
の
表

一
で
▽
を
付
し
た
天
巻
４
～
１３
で
は
ヽ

全
て
存
在
し
な
い
。
こ
の
天
巻
４
～
１３
の
ほ
と
ん
ど
が

『教
訓
抄
』
で
は
巻

六
の

「無
二舞
曲
一楽
物
雲
置

に
存
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

『舞
楽
雑
録
』

は
、
舞
曲
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
簡
略
に
記
そ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
『
舞
楽
雑
録
』
は

「舞
曲
」
の
あ
る
楽
曲
に
つ
い
て
は
、
先
に

あ
げ
た
よ
う
な
楽
由
に
つ
い
て
の
基
本
的
事
項
を
省
略
す
る
こ
と
な
く
記
し
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

『舞
楽
雑
録
』
は

「舞
曲
」
を
も
つ
楽
に
重
点
を
お
い
て
記
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
先
に
検
討
し
た
笛
や
催
馬
楽

に
関
す
る
説
を
省
略
す
る
、
と
い
う
傾
向
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「舞
曲
」
の

な
い
曲
の
基
本
事
項
を
記
さ
な
い
と
い
う
の
は
、
「舞
曲
」
の
あ
る
曲
に
記
述

の
重
点
を
お
こ
う
と
の
意
図
が
あ

っ
て
の
も
の
な
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
す



る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

『舞
楽
雑
録
』
は
、
『教
訓
抄
』
と
比
し

て
、
舞
を
も
た
な
い
曲
や
笛
や
催
馬
楽
に
関
す
る
楽
説
な
ど
を
あ
ま
り
重
視
せ

ず
、
「舞
曲
」
を
中
心
に
記
そ
う
と
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
右
で
の
考
察
に
よ
り
、
『舞
楽
雑
録
』
は

「舞
曲
」
を
中
心
に
記
そ
う
と
す

る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
が
、
「舞
曲
」
に
つ
い
て
の
記
述

の
な

か
で
も
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
右
の
推
測
と
矛
盾
す
る
も
の

だ
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
「舞
曲
」
に
関
す
る

叙
述
に
省
略
の
見
ら
れ
る
の
は
、
『舞
楽
雑
録
』
天
巻
１

「菩
薩
」
、
■

「羅
陵

王
」
に
み
え
る

「囀
」
の
詞
で
あ
る
。
「
囀
」
と
は
舞
人
が
際
詩
句
を
朗
詠
し

な
が
ら
舞
う
と
い
う
舞
の
所
作
の
一
つ
で

「詠
」
と
も
い
う
。
「菩
薩
」
で
は
、

「其
詞
在
別
紙
」
と
注
し
て
実
際
に
朗
詠
さ
れ
る

「詠
」
の
詞
句
を
記
さ
な
い

部
分
が
二
箇
所
に
存
し
、
「
羅
陵
王
」
で
も
同
様
に

「
其
詞
注
別
」
と
し
て
、

実
際
に
朗
詠
さ
れ
る

「囀
」
の
詞
句
は
記
さ
ず
、
そ
の
か
わ
り
に

「囀
」
の
作

法
の
み
を
記
し
て
い
る
。
第
二
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
『舞
楽
雑
録
』
の
楽

由
に
付
さ
れ
る
注
記
は
、
『教
訓
抄
』
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
注
記
に
い
う

「
別
紙
」
「
別
」
も

『教
訓
抄
』
を
示
す
も
の
と
考
え

て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
『舞
楽
雑
録
』
は
な
ぜ

「
囀

（詠
と

の

詞
を
記
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

『続
教
訓
抄
』
第
七
冊
の

「陵
王
ノ
詠

ハ
、
タ
ャ
ス
ク
ス
ル
事
ナ
シ
、
公
家

ニ
テ
ハ
勅
フ
蒙
り
、
サ
ラ
ス
所

ニ
テ
ハ
、
御
定
ヲ
カ
フ
リ
テ
ス
ベ
キ
事
也
」
に

よ
れ
ば
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
陵
王
の

「囀
」
は
特
別
に
勅
を
蒙
ら
ず
に

は
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
重
要
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
囀
は
い
わ
ゆ
る
秘
事
に
属
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
が

「囀
」
の
詞
を

記
さ
な
い
の
は
、
こ
れ
を
秘
事
と
認
め
、
そ
の
上
で
そ
れ
は

『教
訓
抄
』
を
参

照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
『舞
楽
雑
録
』
は

『教
訓
抄
』
を
秘
事
を

記
す
も
の
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
る

と
前
節
で
ふ
れ
た
狛
家
相
伝
の
秘
曲
で
あ
る

「羅
陵
王
」
条
に

「委
細
在
甲
」

と
の
注
記
を
し
て
こ
の
曲
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
な
い
の
は
、
『舞
楽
雑
録
』

に
は

『教
訓
抄
』
の
秘
事
性
を
高
め
よ
う
と
の
意
図
が
働
い
て
い
る
た
め
で

あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で

『舞
楽
雑
録
』
で
は

「囀
」
の
詞
に
関
し
て

『教
訓
抄
』
に
存
す

る

「
三
度
囀
手
舞
事
、
狛
光
時
流
外
、
他
舞
人
不
／知
′之
」
と
い
う
叙
述
も
省

略
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る

「狛
光
時
」
は
編
数
訓
抄
』
編
者
狛

近
真
の
曽
祖
父
に
あ
た
り
、
舞
譜
を
作
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
右

で
の
考
察
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
が

「囀
」
の
詞
を
記
さ
な
い

の
は
、
こ
れ
が
狛
光
時
の
流
れ
す
な
わ
ち
狛
家
嫡
流
に
伝
わ
る
秘
事
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
『舞
楽
雑
録
』
は
狛
家
嫡

流
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か

『舞
楽
雑
録
』
が
省
略
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
前
節
の
表
二

で
い
え
ば
Ⅳ
４

「上
蘭

二
授
二進
荒
序
一例
」
「
上
薦
以
二御
笛
一地
下
輩
ノ
舞
例
」

「無
′笛
笙
許
舞
例
」
「無
二吹
物
一大
鼓
許

ニ
テ
舞
例
」
６

「当
曲
蒙
二勧
賞
一

例
」
な
ど
実
際
の
記
録
、
あ
る
い
は
Ⅳ
６

「種
々
の
故
実
」
で
の
故
実
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
、
『舞
楽
雑
録
』
が
省
略
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
『舞
楽
雑
録
』
が
改
変
を
加
え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
そ
れ
は

「羅
陵
王
」
の
面
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
そ

の
部
分
は
、
『舞
楽
雑
録
』
と

『教
訓
抄
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
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「羅
鍛
狂
ト
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Ｆ
移

一
者
武
部
様
。
黒
眉
八
方
荒
序
之
時
、
用
′之
。
一
者
長
恭

側
司
制
。
当
回
「

数
３
薇
３
欺
秘
像
。
此
由
ノ

と^
さ
借

紗
担
糧
“
Ｌ
準
一栃
セ
υν
鍾
浄
飢
藩
能
計
鐘
響

霞

殴｝

漂

観

剛

一″
，
Ｈ
蘭
羨
〓
入
陣
山
Ｈ
＝
要
，
一

ｂ
又
云
、
脂
耶
国

〔
二
二

人
三
ア
リ
。
ト
ナ
リ
ノ
国
ノ
王
卜
天
子

フ
ア
ラ

ソ
ヒ
ケ
ル
間
二
、
彼
王
崩
畢
。
其
子
即
位
シ
テ
、
ナ
フ
ア
ラ
ソ
ヒ
ヤ
マ
ザ

リ
ケ
レ
．ハ
、
太
子
、
王
ノ
陵

二
向
ヒ
給
テ
ナ
ゲ
キ
申
サ
レ
給
ヒ
ケ
レ
バ
、

忽
郵
配
ゴ．ヱ
ア
リ
、
密
雪
シ
デ軍
夕“
王二・云
ク
、
「汝
ナ
ゲ
ク
コ
ト
ナ
カ

レ
」
ト
テ
、
則
現
二此
形
一、
赴
二戦
陣
一。
龍
顔
美
羨
髯
不
′異
。
日
ス
デ

ニ
ク

レ
ニ
フ
ョ
ビ
テ
、
戦
ヤ
ブ

レ
ヌ
ベ
シ
。
愛
父
王
、
飛
二
神
魂
一、
日
ヲ
掻
。

例
蒼
天
午
時
成
了
。
サ
テ
合
戦
。
如
／思
国
フ
ウ
チ
ト
ナ
テ
ケ
リ
。
サ
テ
、

『舞
楽
雑
録
』
天
ｎ

面
有
二
様
。　
一
者
武
部
様
。
黒
眉
ハ
八
方
荒
序
之
時
、
用
之
。　
一
者
月
利
倒
司

様
。
小
面
名
之
。
光
季
家
費
物
云
々
。

Ｉ
通
典
云
、
大
面
北
齊

二
飾
際
王
長
恭
静
國
之
時
用
此
面
。
傷
陵
王
入
陣
曲
ト

Ⅱ

一
Ⅲ
又
云
、
脂
耶
國
王
与
隣
國
王
一天
子
フ
ア
ラ
ソ
ウ
間
二
、
彼
王
崩
了
。
其
子

即
位
シ
テ
猶
ア
ラ
ソ
ヒ
ヤ
マ
ズ
。
太
子
エ
ノ
陵

二
向
給
テ
歎
申
給
ケ
レ
．ハ
、

タ
チ
マ
チ
ニ
墓
内

ニ
コ
ヱ
ア
リ
テ
雷
電
占
子
工
之
、
「
汝
ナ
ゲ
ク
事
ナ
カ
レ
」

ト
テ
、
則
現
此
形
、
赴
戦
陣
。
龍
顔
美
家
髯
不
異
。
日
ス
デ

ニ
ク
レ
ニ
及
テ
戦

ヤ
ブ
レ
ヌ
ベ
シ
。
愛
父
王
、
飛
神
魂
、
日
掻
。
例
蒼
天
午
時
成
了
。
サ
テ
、

合
戦
。
如
思
國
ヲ
ウ
チ
ト
リ
テ
ヶ
り
。
サ
テ
、
ョ
コ
ゾ
リ
テ
コ
レ
フ
歌
舞
ス
。

名
没
日
還
午
楽
。
雖
無
本
文
、
所
古
老
博
也
。

Ⅳ
小
面
白
来
、
長
恭
卜
申
ケ
ル
人
、
國
ヲ
シ
ゾ
メ
ム
ガ
タ
メ
ニ
軍

二
出
給
フ
ニ
、

件
王
ナ
ラ
ビ
ナ
ク
才
智
武
勇

ニ
シ
テ
形
ウ
ツ
ク
ツ
ク
フ
ハ
ツ
ケ
レ
バ
、
軍
フ

バ
セ
ズ
シ
テ
偏

二
将
軍
フ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
ノ
ミ
ツ
ヶ
ン
バ
、
其
様
フ
心

エ
テ
、
俣
面
ヲ
著
シ
テ
後

ニ
ゾ
周
師
金
痛
城
下

ニ
ウ
ツ
。
サ
テ
、
ヨ
コ
ゾ
リ

テ
勇
、
三
軍

ニ
カ
プ
ラ
シ
メ
テ
此
舞
フ
作
。
指
靡
撃
ロ
ノ
カ
タ
チ
、

コ
ン
フ

習
。
コ
ン
フ
モ
テ
ア
ソ
ブ

ニ
、
天
下
泰
平

ニ
シ
テ
、
國
土
ユ
タ
カ
ナ
リ
。
”

蘭
陵
王
入
陣
曲
云
。
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世
コ
ゾ
リ
テ
、
コ
レ
ヲ
歌
舞
ス
。
名
二
『
没
日
還
午
楽
』

自
二古
者
一伝
也
。

こ
れ
を

一
見
す
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
で
は

『教
訓
抄
』
と
は
記
事

の
構
成
が
　
　
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
を
図
示
す
る
と
、

『教
訓
抄
』

面
二
様

。
武
部
様

。
長
恭
仮
面
様

（
小
面
）

①

（
大
面
の
由
来
、
蘭
陵
王
入
陣
由
の
由
来
）

ア
本
朝

へ
の
伝
来

イ
尾
張
濱
主
の
流
れ
を
正
説
と
す
る

②
ａ
蓮
道
譜
の
説

（
仏
哲
に
よ
る
伝
来
）

ｂ

「
没
日
還
午
楽
」
の
出
来

『舞
楽
雑
録
』

面
二
様

・
武
部
様

。
長
恭
仮
面
様

（
小
面
）

Ｉ
通
典

（
大
面
の
出
来
、
陵
王
入
陣
曲
の
由
来
①
）

Ⅱ
尾
張
濱
主
の
流
れ
を
正
説
と
す
る

（①
イ
）

Ⅲ

「没
日
還
午
楽
」
の
出
来

（②
ｂ
）

Ⅳ
一困
固
回
固
図
一
（蘭
陵
王
入
陣
曲
の
由
来
①
）

Ｖ
本
朝

へ
の
伝
来

（①
ア
）

Ⅵ
蓮
道
譜
の
説

（仏
哲
に
よ
る
伝
来
②
ａ
）

と
な
る
。
な
お

『舞
楽
雑
録
』
の

（　
）
内
に
記
し
た
丸
囲
み
の
数
字
な
ど
は
、

上
段
の

『教
訓
抄
』
の
も
の
と
対
応
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
同
様
の
内
容
を
も
つ
Ｉ
と
Ⅳ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分

の
叙
述
を
み
る
と
、
『教
訓
抄
』
の
引
用
文
①
の
破
線
で
囲
ん
だ
の
が

『舞
楽

雑
録
』
Ｉ

。
Ⅳ
に
共
通
す
る
部
分
で
、
四
角
で
囲
ん
だ
の
が

『舞
楽
雑
録
』
Ｉ
、

波
線
で
囲
ん
だ
の
が
Ⅳ
と
い
う
関
係
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
す

る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
Ｉ

。
Ⅳ
は

『教
訓
抄
』
①
を
分
割
し
た
も
の
で
あ
る
こ

（
Ｐ
）

と
に
な
る
。

と
す
る
と
、
こ
の
部
分
の

『舞
楽
雑
録
』
の
記
事
は
、
も
と
も
と
は
一
ま
と

ま
り
の
記
事
で
あ

っ
た

『教
訓
抄
』
の
①
を
Ｉ
と
Ⅳ
に
分
割
し
、
１
に
は
①
イ

と
②
ｂ
を
付
し
、
Ⅳ
に
は
①
ア
と
②
ａ
と
い
う
よ
う
に
①
を
除
い
た
残
り
の
記

事
を
そ
れ
ぞ
れ
に
付
し
て

『教
訓
抄
』
の
記
事
を
再
構
成
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

『舞
楽
雑
録
』
の
記
事
の
構
成
を
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
問
題
と
な
る

の
は
Ⅳ
の
冒
頭
の
二
重
傍
線
部
に

『教
訓
抄
』
①
に
は
な
い

「
小
面
」
と
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
『舞
楽
雑
録
』
の
Ｉ
と
Ⅳ
を
比
較
す
る
と
、
Ⅳ
の
ほ
う
が
Ｉ
よ

り
叙
述
の
量
が
多
く
、
し
か
も
Ⅳ
は
①
と
は
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
う
す
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
が
①
を
分
割
し
て
面
の
由
来
を
語
ろ
う
と
し
た

と
き
、
そ
の
重
点
は
Ⅳ
の
ほ
う
に
お
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り

『舞
楽
雑
録
』
が

『教
訓
抄
』
①
の
面
の
由
来
を
分
割
し
た
の
は
、
実
は
Ⅳ
の

「
小
面
」
の
由
来
を
語
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『舞
楽
雑
録
』
が
そ
の
由
来
を
語
ろ
う
と
し
た

「
小
面
」
は
、
先
の
引
用
文



の
①
以
前
の
傍
線
部

「長
恭
の
仮
面
」
で
あ
る
。
し
か
し

『教
訓
抄
』
①
で
は

原
典
の

『
通
典
』
ど
お
り

「
大
面
」
と
あ
り
、
「
小
面
」
と
は
な
い
。
『教
訓

抄
』
は
①
の
直
前
で

「
小
面
」
と
し
な
が
ら
、
そ
の
由
来
を
語
る
際
に
は
こ
れ

を

「
大
面
」
と
し
て

「
小
面
」
と
は
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
『舞
楽
雑
録
』

は
、
そ
の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、
『教
訓
抄
』
の
①
を
分
割
す
る
こ
と
に

よ
っ
て

「
小
面
」
の
由
来
を
語
る
部
分
を
作
り
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で

『舞
楽
雑
録
』
で
は
Ⅳ
を
語
る
こ
と
を
主
眼
に
し
て
い
た
こ

と
を
想
起
す
る
と
、
先
の
引
用
文
で
波
線
を
施
し
た

「光
季
家
宝
物
」
と
い
う

記
述
が
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
く
る
。
こ
の
光
季
は

『教
訓
抄
』
編
者
で
あ
る

狛
近
真
の
祖
先
に
あ
た
る
狛
家
嫡
流
の
人
物
で
あ
る
。
す
る
と

「光
季
家
宝

物
」
と
は
す
な
わ
ち
狛
家
嫡
流
の
宝
物
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が

っ

て

『舞
楽
雑
録
』
が
こ
の
宝
物
の
由
来
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が

狛
家
嫡
流
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と

と
先
に

「羅
陵
王
」
の

「囀
」
の
詞
で
や
は
り
狛
家
嫡
流

へ
の
意
識
が
見
ら
れ

た
こ
と
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
は
狛
家
嫡
流
と
関
わ
り
の
深

い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
本
節
で
は

『舞
楽
雑
録
』
が

『教
訓
抄
』
を
抄
出
す
る
際
に
省
略
や

改
変
を
行

っ
た
部
分
を
検
討
す
る
こ
と
で

『舞
楽
雑
録
』
の
性
格
を
考
え
て
き

た
が
、
以
下
で
は

『舞
楽
雑
録
』
に
は
存
在
す
る
が

『教
訓
抄
』
に
は
見
え
な

い
記
事
、
す
な
わ
ち

『舞
楽
雑
録
』
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も

っ
た
記
事
で

『舞
楽
雑
録
』
が
増
補
し
た
と
思
わ
れ

る
の
は
、
天
ｎ

「羅
陵
王
」
条
と
、
地
４

「胡
飲
酒
」
条
に
存
在
す
る
。
以
下

に
そ
の
部
分
の
本
文
を
あ
げ
る
。

（
１
）

「羅
陵
王
」

或
記
云
、
陵
王
ノ
母

ハ
歳
百
歳

二
成
ツ
ト
キ
、
子
フ
モ
ト
メ
シ
カ
ド
モ
、

サ
ラ
ニ
子
フ
エ
ザ
リ
キ
。
而
大
龍
ノ
ス
ム
瀧
ニ
ウ
タ
ン
ツ
ト
キ
ニ
、
懐
任

ス
。
其
龍
子
ヲ
ウ
ム
。
其
子
、
地

ニ
ウ
ツ
プ
シ
テ
面
ヲ
モ
チ
ア
ゲ
ズ
、
人

７
ヽヽ
ル
事
ナ
シ
。
ツ
イ
三
二
年
如
此
。
母
、
大

ニ
ウ
ラ
ム
。
子

ノ
云
、

「母
若
我
フ
見
給

ハ
ヾ
可
死
故
ニ
ミ
ユ
ザ
ル
ナ
リ
。
タ
ト
ヒ
面
ヲ
ミ
ズ
ト

イ
フ
ト
モ
、
母
ニ
ケ
ウ
ツ
カ
マ
ツ
ル
ベ
キ
物
ナ
リ
。」
其
身
、
火
水
弓
箭

ノ
コ
ロ
ス
ベ
キ
ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ズ
。
即
胡
国
ノ
王
フ
コ
ロ
シ
テ
其
国
フ
領

テ
母

二
孝
養
ス
。
王

ハ
、
カ
ク
レ
ヰ
テ
人

ニ
ミ
エ
ズ
。
世
ノ
マ
ツ
リ
事

ニ

フ
キ
テ
ハ
、
所
従
ウ
ネ
ベ
千
人
ア
リ
。
其
中

二
、
抜
頭
ト
イ
フ
ヲ
ム
ナ
ア

リ
。
「
大
王
ニ
マ
ウ
ス
事
ア
リ
。
我
レ
ア
ラ
ハ
ニ
王
ノ
マ
ヘ
ニ
ツ
カ

マ
ツ

ル
事
ア
ル
ペ
シ
」
ト
イ
フ
。
王
イ
ハ
ク

「若
我
ヲ
ミ
バ
、
ナ
ム
デ
シ
ヌ
ベ

シ
。」
女
申
請
テ
、
ア
ラ
ハ
ニ
ツ
カ
マ
ツ
ル
。
抜
頭
ノ
フ
ト
ロ
ニ
還
城
楽

ト
イ
フ
。
抜
頭
申
テ
云
ク

「還
城
楽
、
ア
ラ
ハ
ニ
ツ
カ
マ
ツ
ラ
ム
ニ
タ
ヘ

ヌ
ベ
シ
」
卜
。
又
申
請
テ
、
ア
ラ
ハ
ニ
ツ
カ
マ
ツ
ル
。

還
城
楽

ハ
、
第

一
臣
也
。
隣
国

二
納
曽
利
ト
イ
フ
ア
ニ
フ
ト
ヽ
シ
テ
、

陵
王
ヲ
ヨ
ロ
サ
ム
ト
ン
テ
、
数
万
ノ
イ
ク
サ
フ
率
時
、
陵
王
、
千
両
ノ
金

ヲ
以
テ
絆
ヲ
ツ
ク
ル
。
コ
レ
ヲ
以
テ
納
曽
利
ト
タ
ヽ
カ
ウ
ニ
勝
了
。
時

ニ

納
曽
利
ア
ニ
フ
ト
ヽ
ノ
タ
マ
ハ
ク

「胡
国
フ
領
ゼ
ム
ト
フ
モ
フ
。」
還
城

楽
ヲ
カ
タ
ラ
ヒ
テ
イ

ハ
ク

「若
陵
王
フ
コ
ロ
サ
バ
、
我

ハ
胡
国

ノ
王
ト

ナ
リ
テ
、
瑠
離
国
ヲ
ナ
ム
ヂ

ニ
ユ
プ
ラ
ム
」
卜
云
。
時

二
還
城
楽
、
陵
王

フ
コ
ロ
サ
ム
ト
思
テ
、
ク
ロ
ガ
ネ
ノ
ツ
チ
ヲ
モ
チ
テ
、
陵
王
ノ
頭
フ
打
。

ツ
チ
サ
ム
ス
ヽ

ニ
ク
ダ
ケ
テ
、
カ
シ
ラ
ヤ
ブ
レ
ズ
。
陵
王
サ
ラ
ニ
フ
ド
ロ

カ
ズ
。
還
城
楽
、
フ
ソ
ル
ヽ
事
カ
ギ
リ
ナ
シ
。
ホ
ド
ロ
キ
テ
陵
王
ノ
云
、

「
ナ
ム
デ
、
ナ
ニ
心
ア
リ
テ
我
ヲ
ヨ
ロ
サ
ム
ト
ス
ル
。」
還
城
楽
、
王
二
奏

云
上
、
件
子
細
ア
リ
ノ
マ
ヽ
二
申
。
陵
王
云
、
「
ナ
ム
ヂ
、
我

ニ
ツ
カ

ヘ
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テ
年
久
。
ナ
ム
ヂ
ガ
思
ヲ
ハ
タ
ス
ペ
シ
。
我
、
左
ノ
ヮ
キ
ノ
シ
タ
■
ヽヽ
ス

ヂ
ノ
毛
ア
リ
。
ソ
ノ
フ
タ
ツ
ノ
毛
乃
中

二
、
フ
ホ
キ
ナ
ル
ケ
ヲ
ヌ
キ
テ
、

ソ
ノ
モ
ノ
ネ

ハ
ジ
ヤ
ナ
ラ
ム
。

コ
レ
フ
コ
ロ
セ
。
但
、
死
後

一
由
旬
ノ
石

ノ
城
フ
ツ
ク
２
ア
コ
ン
ニ
フ
サ
ム
ベ
シ
ピ

還
城
楽

ニ
ゲ
カ
ク
レ
ヲ
ハ
リ
ヌ
。
又
、
抜
頭
ノ
云

「
ナ
ム
デ
、
我
コ
ト

バ
フ
キ
カ
ズ
シ
テ
、
ナ
ム
デ
モ
ワ
レ
モ
山
野

ニ
マ
ヨ
フ
。
」
納
曽
利
、
瑠

離
国
フ
バ
オ
ト
ヽ
ニ
ユ
ズ
ル
．
我

ハ
胡
国
ノ
王
卜
成
了
。
還
城
楽
フ
コ
ロ

サ
ム
ト
シ
テ
モ
ト
ム
。
還
城
楽
、
陵
王
ノ
所
ノ
石
城

ヘ
ユ
イ
テ
、
城
フ
タ

ヽ
キ
テ
申
此
由
。
陵
王
ノ
云

「
ナ
ム
デ
、
サ
ラ
ニ
我
卜
共

ニ
ス
ペ
ツ
。
」
王
、

石
城
フ
フ
ミ
ヤ
ブ
リ
テ
、
檸
ヲ
以
テ
日
ヲ
カ
ヽ
グ
ル
時

二
、
檸
フ
以
テ
日

フ
カ
ヘ
シ
テ
タ
ヽ
カ
ウ
。
納
曽
利

ニ
ゲ
畢
。
其
後
、
又
王
ノ
領
卜
成
テ
多

年
ナ
リ
。

陵
王
之
頌
云

我
等
胡
人
　
許
還
城
楽
　
倒
石
如
泥
　
返
日
為
慶

「
倒
石
如
泥
」
卜
云
者
、
石
城
フ
出
シ
時
也
。
「許
還
城
楽
」
云
者
、
ワ
キ

ノ
毛
ヲ
ヌ
イ
テ
悦
シ
時
也
。
「還
城
楽
」
云
者
、
陵
王
ノ
ツ
カ

ニ
帰
テ
、

タ
ス
ケ
ラ
レ
シ
フ
云
。
「我
等
胡
人
」
卜
者
、
納
曽
利
ト
タ
ヽ
カ

ハ
ザ
リ

ツ
以
前
ナ
リ
。

此
記
尤
不
審

ヽ
ヽ
。
雖
然
、
囀
詞
、
相
叶
故

二
、
注
置
之
。

（
２
）

「胡
飲
酒
」

後
見
記
云
、
或
人
語
日
、
「
件
定
仲

一
家
人
々
、
会
合
而
談
云
、
『今
度

御
堂
供
養

二
可
舞
胡
飲
酒
之
由
、
被
仰
下
営
身
、
弥
事
也
。
而
此
舞
内
秘

事
有
哉
否
乎
。』
答
云
、
『
指
無
秘
事
云
々
。』
重
間
云
、
『返
事
之
趣
頗
無

念
也
。
サ
ル
ニ
テ
モ
、
イ
カ
ナ
ル
事
カ
ア
ル
』
卜
被
尋
之
虎
、
又
答
云
、

『
大
鼓
与
鉦
鼓
之
中
フ
出
テ
、
舞
菫
ヲ
見
失
テ
行
過
テ
後
、
立
帰
テ
登
舞

菫
コ
ソ
秘
事
』
卜
申
侍
云
々
。
其
時

一
家
人
々
、
入
興
テ
、
『
サ
ン
バ

コ

ソ
』
ト
イ
ヒ
テ
、
今
度
、
此
手
尤
可
舞
之
由
、
評
定
了
。
然
者
、
急
テ
大

鼓
鉦
鼓
之
間
ア
ケ
テ
可
出
也
。
不
然
者
、
見
人
可
謂
失
錯
云
々
。
件
定
仲

ハ
、
サ
ル
無
念
人

ニ
テ
侍
也
。
秘
事
ヲ
モ
テ
ナ
サ
ズ
、
無
念

二
被
答
タ
リ

シ
物
カ
ナ
」
卜
、
語
侍
シ
事
、
今
被
思
出
、
注
加
侍
ナ
リ
。

こ
の
二
つ
の
記
事
の
性
格
を
考
え
て
み
る
。
ま
ず

（
１
）
の
記
事
は
、
「或

記
云
…
…
」
で
は
じ
ま
り
、
そ
の
末
尾
に

「此
記
尤
不
審

ヽ
ヽ
。
雖
然
、
囀
詞
、

相
叶
故

二
、
注
置
之
」
と
あ
る
の
で
囀
の
詞
に
関
わ
る
話
を
記
し
た

「或
記
」

を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
話
の
内
容
は
、
い
わ
ゆ
る

「還
城
楽
説
話
」
と
ょ
ば
れ
る
も
の
で
、
『
還
城

（
楽
物
語
』
『
入
鹿
』
に
同
種
の

説
話
が
み
え
、
説
話
的
興
趣
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
の
記
事
は
、
承
元
二
年
の
吉
水
院
の
御
堂
供
養
で
の
胡
飲
酒
の
演
奏

で
、
大
鼓
と
鉦
鼓
の
間
を
通

っ
て
舞
台
を
通
り
過
ぎ
、
そ
の
後
舞
台
に
も
ど

っ

て
舞
を
舞

っ
た
、
と
い
う
源
定
仲
の
と
っ
た
行
動
が
、
秘
事
で
あ

っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
単
な
る
失
敗
で
あ

っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
記
し
た
後
に
の
せ
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

「後
見
記
」
な
る
も
の
か
ら
の
引
用
で
、
内

容
は
当
日
定
仲
の
取

っ
た
行
動
は
一
族
協
議
の
上
で
な
さ
れ
た
秘
事
で
あ

っ
た
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
定
仲
の
行
動
の
意
味
づ
け
を
行

っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も

「羅
陵
王
」
条
の
記
事
と
同
様
、
話
自
体
が

（
Ｄ
）

興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
記
事
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も

「秘
事
」
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
説
話
的
興
趣
に
富
む
話
で
あ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
こ

で
、
『舞
楽
雑
録
』
で
省
略
さ
れ
て
い
た
の
が
実
際
の
記
録
や
故
実
な
ど
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
で
は
実
際
の
記
録
や
故
実
、
曲

の



長
さ
の
別
、
新
楽

・
古
楽
の
別
、
曲
の
構
成
、
拍
子
の
数
、
別
名
な
ど
が
省
略

さ
れ
、
説
話
的
な
話
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

す
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
は
実
際
の
記
録
や
故
実
な
ど
楽
人
が
必
ず
知

っ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
知
識
な
ど
に
は
さ
ほ
ど
関
心
を
示
さ
ず
、
こ
と
に
秘
事
に
関

し
て
説
話
的
な
も
の
を
記
そ
う
と
い
う
性
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り

『舞
楽
雑
録
』
は
、
楽
人
に
と

っ
て
は
有
用
な
無
味
乾
燥
な
実

用
的
な
知
識
よ
り
も
、
話
自
体
が
面
白
い
説
話
的
な
も
の
を
記
す
こ
と
に
重
点

を
お
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
本
節
で
は

『教
訓
抄
』
と
の
相
違
点
に
注
目
す
る
こ
と
で

『舞
楽
雑

録
』
の
性
格
を
探

っ
て
き
た
が
、
そ
の
結
果

『舞
楽
雑
録
』
は
、
舞
由
に
つ
い

て
記
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
『教
訓
抄
』
の
秘
事
性
を
強
調
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
狛
家
嫡
流
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
、

ま
た
無
味
乾
燥
な
知
識
よ
り
も
説
話
的
な
も
の
に
興
味
を
示
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
思
う
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ

『舞
楽
雑
録
』
は
、　
一
体
ど
の

よ
う
な
人
物
の
手
に
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
人
物
と
し
て
は
、
本

稿
で
指
摘
し
た
舞
由
に
対
す
る
意
識
、
狛
家
嫡
流
と
の
関
わ
り
な
ど
の
点
か
ら
、

例
え
ば

『
続
教
訓
抄
』
を
著
し
た
狛
朝
葛
の
よ
う
な

『教
訓
抄
』
編
者
狛
近
真

の
子
孫
に
あ
た
る
狛
家
嫡
流
の
人
物
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は

『舞
楽
雑
録
』
が
南
都
で
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
し
た
第

一
節
で
の
推

測
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
、
本
稿
で
は
内
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
楽
書

『舞
楽
雑
録
』
に
つ
い
て
主

と
し
て

『教
訓
抄
』
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
考
察
を
加
え
て
き
た
わ
け
で
あ

る
が
、
最
後
に

『舞
楽
雑
録
』
の
本
文
の
価
値
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

『舞
楽
雑
録
』
は
第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
鎌
倉
時
代
末
期
に
記
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
本
文
は

『教
訓
抄
』
成
立
に
近
い
時
期
の
本
文

を
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
日
本
思
想
大
系
所
収
の
本
文
で
は
他
本
に

ょ

っ
て
補
わ
れ
て
い
る
部
分
が
、
『舞
楽
雑
録
』
に
は
存
在
す
る
箇
所
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。
日
本
思
想
大
系
で
は
、
補
わ
れ
て
い
る
本
文
の
多
く
は
大

阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
に
拠

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『舞
楽
雑

録
』
は
こ
の
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
の
よ
う
な
比
較
的
脱
落
の
少
な
い

善
本
に
よ

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『舞
楽
雑
録
』
の
本
文
に
は
書
写
時
の
誤

り
と
み
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
が
、
日
本
思
想
大
系
所
収
本
で
は
意
味
の
通

り
に
く
い
部
分
が
、
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
明
確
に
な
る
部
分
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
『舞
楽
雑
録
』
は
現
在
ま
で
知
ら
れ

て
い
る

『教
訓
抄
』
の
伝
本
の
う
ち
も

っ
と
も
古
く
、
し
か
も
善
本
の
本
文
を

伝
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
『教
訓
抄
』
の
本
文
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
で
は
内
閣
文
庫
蔵
の
楽
書

『舞
楽
雑
録
』
と

『教
訓
抄
』
と
の
関
係
を

中
心
に
考
察
を
加
え
、
そ
の
性
格
、
作
者
、
本
文
の
価
値
な
ど
に
つ
い
て
述
べ

た
が
、
こ
の
楽
書
が
本
稿
で
考
察
し
た
通
り

『教
訓
抄
』
を
抄
出
し
た
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ま
た
同
時
に

『教
訓
抄
』
成
立
に
近
い
時
期
の

『教
訓

抄
』
の
享
受
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の

よ
う
な
問
題
に
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
『舞
楽
雑
録
』
は
こ
の
点
に
お
い
て

も
有
益
な
資
料
で
あ
る
。

最
初
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
楽
書
に
関
す
る
研
究
は
は
な
は
だ
立
ち
後
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
が
そ
の
進
展
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
で
も



貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
１
）

『国
書
総
目
録
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
完
本
・
零
本
あ
わ
せ

て
三
十
二
本
を
数
え
る
。

（
６

）

現
在
、
ど
ち
ら
も
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
思
想
大
系

『
古
代
中
世
芸
術
論
』
（岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
）。

『内
閣
文
庫
百
年
史
』
（国
立
公
文
書
館
、
昭
和
六
十
年
）
。

植
木
氏
は
先
の
解
題
で
「上
下
二
軸
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
題
察
に
は
「天
」

「地
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「上
下
」
と
は
な
い
。
ま
た
両
巻
と
も
内
題
は
存
在

し
な
い
。

同
書

「蔵
書
点
描
」
七
五
。
な
お
、
書
誌
を
記
す
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
を

参
考
に
し
た
。

（７
）

印
尊
、
恵
海
、
真
源
な
ど

『鎌
倉
遺
文
』
に
よ
っ
て
南
都
の
僧
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
人
物
名
が
見
え
る
。

（
８
）

建
久
九
年

（
一
一
九
八
）
、
宝
治
二
年

（
一
二
四
八
）
、
建
長
二
年

（
一
二
五

〇
）
、
建
長
六
年

（
一
二
五
四
）
、
正
元
元
年

（
一
二
五
九
）
。

（９
）

『教
訓
抄
』
の
本
文
は
、
日
本
思
想
大
系

『古
代
中
世
芸
術
論
』
（岩
波
書
店
、

昭
和
四
十
八
年
）
所
収
の
も
の
に
よ
り
、
適
宜
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
１０
）

『舞
楽
雑
録
』
の
本
文
に
は
句
読
点
は
な
い
が
、
適
宜
こ
れ
を
あ
て
た
。

（■
）

後
者
の
例
と
し
て
は
、
平
安
時
代
成
立
の
楽
書

『龍
鳴
抄
』
上

「蘇
芳
非
」

に

「く
ら
べ
む
ま
の
行
幸
に
是
を
す
。
船
楽
に
も
す
る
に
よ
り
て
。
日
記
に
古

楽
と
し
る
し
た
り
。」
と
あ
り
、
ま
た

『続
教
訓
抄
』
第
三
冊

「武
徳
楽
」
に

「破
拍
子
十
二
、
初
拍
子
八
拍
子
、
加
・一三
度
拍
子
一
諸
家
ノ
日
記
二
大
旨
絶
タ

リ
ト
イ
ヘ
リ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

（‐２
）

あ
る
い
は
、
こ
れ
は
『舞
楽
雑
録
』
が
巻
を

「甲
乙
…
…
」
と
す
る

『
教
訓

抄
』
の
写
本
に
よ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

（・３
）

思
想
大
系
本
で
は

「基
紐
」
と
あ
る
が
、
「基
綱
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
‐４
）

た
だ
し
ヽ
「酒
清
子
」
で
み
た
よ
う
な
催
馬
楽
に
関
す
る
説
に
つ
い
て
は
、

『舞
楽
雑
録
』
は

『
教
訓
抄
』
で
そ
れ
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
を
全
て

省
略
し
て
い
る
。

（・５
）
　
『続
教
訓
抄
』
第
七
冊
に

「或
人
云
ク
、
舞
楽
ノ
山
二
、
詠
卜
云
事
ア
リ
、

思
フ
ノ
ブ
ル
儀
ナ
リ
、
其
心
フ
ロ
ニ
ノ
ブ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
囀
ト
モ
云
ナ
リ
」
と
あ

Ｚ
ω
。

（‐６
）
　
『続
教
訓
抄
』
第
六
冊
に

「凡
左
舞
譜
ハ
祖
師
尾
張
濱
主
力
昔
ヨ
リ
侍
ラ
サ

リ
ケ
リ
、
…
…
髪
北
小
路
判
官
光
時
童
名
玄
珠
麿
ノ
時
ヨ
リ
光
季
ノ
嫡
子
ニ
ナ

ル
ユ
ヘ
ニ
狛
家
嫡
流
ノ
舞
曲
、
滑
疾
フ
ノ
ロ
サ
ス
ナ
ラ
ヒ
伝
フ
ル
間
、
彼
所
草

ノ
譜
フ
本
ト
ィ
ア
自
筆
二
是
フ
録
セ
ラ
ン
タ
リ
、
平
舞
、
安
摩
、
陵
王
等
ナ

リ
」
と
あ
る
。

（・７
）

『舞
楽
雑
録
』
の
Ｉ
で
は

「通
典
一ム
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『通
典
』
で
は

「大
面
出
於
北
齋
。
蘭
陵
王
長
恭
、
才
武
而
貌
美
。
常
著
侵
面
封
敵
。
学
撃
周

師
金
晴
城
下
。
勇
冠
三
軍
、
齋
人
壮
之
。
鳥
此
舞
以
敷
。
其
指
靡
撃
刺
之
容
、

謂
之
蘭
陵
王
入
陣
曲
。」
と
な
っ
て
い
る
。
『舞
楽
雑
録
』
は
一
見
漢
文
的
な
表

現
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
み
え
る

「静
国
之
時
」
と
い
う
表
現
は
、
『通
共
』

に
は
み
え
な
い
。
こ
れ
は
実
は
『
教
訓
抄
』
の

「国
シ
ブ
メ
ム
ガ
タ
メ
ニ
」
を

漢
文
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て

『舞
楽
雑

録
』
の
Ｉ
は
、
原
典
の
『通
典
』
を
参
照
し
た
も
の
で
は
な
く
、
『教
訓
抄
』

の
記
述
を
も
と
に
漢
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（‐８
）

『舞
楽
雑
録
』
の

「還
城
楽
説
話
」
と

『
還
城
楽
物
語
』
『
入
鹿
』
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（‐９
）

こ
の
事
件
は
、
他
に
『吉
野
吉
永
院
楽
書
』
に
も
見
え
る
。
そ
こ
で
も
や
は

り
定
仲
の
と
っ
た
行
動
が
秘
事
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
、
「高
名
ノ
秘
事
也
。

ヨ
ク
酒
二
酔
タ
ル
心
地
也
」
と

『舞
楽
雑
録
』
の
よ
う
に
こ
の
行
動
が
秘
事
で

あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
は
、
最
近
紹
介
さ
れ
た

『教
訓

抄
』
の
抄
出
再
編
本
と
目
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『舞
楽
作
法
』
（図
書
寮

叢
刊

『伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
　
一
置
所
収
、
平
成
七
年
）
に
も
み
え
る
。

『教
訓
抄
』
と
本
稿
で
と
り
あ
げ
た

『舞
楽
雑
録
』
と
、
こ
の
楽
書
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
る

こ
と
と
し
た
い
。

―
―
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